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担当教員 豊田 ゆかり、鳥居　順子

授業概要 
子どもの健康課題と健康管理の実際を理解する。さらに地域母子保健活動と他機関との連携・協働の

あり方を学ぶ。 

授業目標 

１ 小児の健康課題を理解する。 

２ 小児の健康課題に関する国・都道府県・市町村の取り組みを理解する。 

３ 学童期の健康管理に関係する学校保健について理解する。

４ 支援の必要な小児を理解するために必要な知識を理解する。 

５ 医療的ケア児支援に必要な他機関との連携・協働を理解する。 

授業計画 

 者当担 容内 目項 回

１ 小児の健康課題 地域母子保健からみた小児期の健康課題 豊田ゆかり

２ 小児の健康課題への取り組み 小児の健康に関係する国・都道府県・市町村の取り組み 豊田ゆかり

鳥居順子学童期の健康管理に関して学校保健の役割・内容 小児の健康と学校保健 ３

４ 子どもの貧困 子どもの貧困と健康の関係 豊田ゆかり

りかゆ田豊早産低出生体重児にみられる認知特性発達障害児支援 ５

りかゆ田豊思春期の人権と問題行動の背景思春期と法律知識 ６

７ 医療的ケア児の生活サポート（１） 健康障害のある子どものライフサイクルに応じた支援 豊田ゆかり

８ 医療的ケア児の生活サポート（２） 
健康障害のある子どもの就学と学校生活に対応する 

サポートの実際 
豊田ゆかり

成 績 評 価 方 法 授業への取り組み（20％）・小テスト（30％）・課題レポート（50％）で評価する。 

教科書 中野綾美「ナーシング・グラフィカ  小児の発達と看護」（MCメディカ出版） 

参考図書等 授業時に紹介します。 

授業時間外の 

学習について 
課題は、授業時間中に内容・提出期限をお知らせします。 

関連科目 
220 小児看護対象論 222小児看護方法論 223 小児看護学実習 244ふれあい実習 

238地域看護学実習 239在宅看護論実習 

備  考 実 豊田ゆかり：保健師（保健所） 

 
 

開講学科 看護学科 選択区分 必修 単位数（時間） １単位（15時間） 

科目区分 専門科目 履修時期 ２年次後期 関連DP 看①②③ 

科目名 小児看護方法論（Child Health Nursing Methods） 科目コード 222 

開講学科 看護学科 選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（60時間） 

科目区分 必修 履修時期 ３年次前期 関連DP 看①②③④ 

担当教員 枝川 千鶴子、藤原 紀世子 

授業概要 

さまざまな健康レベルにある小児とその家族（同胞を含む）の看護を実践するために必要な、基礎的

知識と技術を教授する。また、小児期の特徴的な健康障害と看護について、発達課題の達成やセルフケ

ア能力の向上など、成長発達を踏まえた看護について教授する。 

授業目標 

１．小児の健康レベルに応じた看護を実践するために必要な、基礎的知識と技術について理解する。 

２．小児と家族（同胞を含む）の最善の利益を考慮した看護について考えることができる。 

３．事例をもとに、疾患や障害をもつ小児の病態生理、成長・発達、家族の状況から、必要な看護を考

え記述することができる。 

授業計画 

 者当担 容内 目項 回

１～４ 
小児の入院～退院、外

来における看護 

・小児の病気理解、小児の権利と必要な看護行為 

・健康障害や入院が小児と家族に与える影響、外来における看護 
枝川千鶴子

・検査や処置を受ける小児と家族の看護、プレパレーション 藤原紀世子

５～９ 
急性期にある小児と

家族の看護 

・小児によく見られる症状と看護 

・周術期における小児と家族の看護、痛み緩和への援助 
枝川千鶴子

子世紀原藤 護看と症染感の児小・

10～13 
障害がある小児と家

族の看護 

・発達障害児と家族の看護           (教育協力者) 
枝川千鶴子

藤原紀世子

・重症心身障害児と家族の看護 

・医療的ケア児を支える医療・福祉・教育の連携 
枝川千鶴子

・小児を対象とする訪問看護の実際 

(教育協力者) 

枝川千鶴子

藤原紀世子

14 小児看護技術（１） ・演習：発達段階を考慮した説明・支援ツールの作成 
枝川千鶴子

藤原紀世子

15～18 
慢性期にある小児と

家族の看護 

・慢性期にある小児と家族の看護（血液・造血器疾患、悪性疾患、

腎・泌尿器系疾患） 
枝川千鶴子

・慢性期にある小児と家族の看護（代謝性疾患、内分泌疾患、免疫・

アレルギ－性疾患） 
藤原紀世子

19～24 小児看護技術（２） 

演習：輸液の援助、吸引（口鼻腔・気管）  

   経管栄養、救命処置（BLS） 

   バイタルサイン・採尿  等 

看護過程の展開（グループワーク） 

枝川千鶴子

藤原紀世子

25・26 看護過程 看護過程の展開（グループ発表と質疑応答） 

27 
救急処置を必要とす

る小児と家族の看護 
子世紀原藤 護看と水溺・傷熱・飲誤・傷外・故事の児小

28 
ハイリスク新生児と

家族の看護 
ハイリスク新生児の特徴と看護、家族関係促進への援助 

枝川千鶴子29 
終末期にある小児と

家族の看護 
小児の死の概念、終末期にある小児の緩和ケア 

30 
成人への移行期にあ

る小児と家族の看護 

成人への移行期にある健康障害をもつ小児と家族の看護 

自立支援 

成 績 評 価 方 法 定期試験(80％) 、レポート(15％) 、授業に対する取り組みの積極性(5％) で評価する。

教科書 
小児看護対象論、臨床病態学Ⅲで使用したもの 

山元恵子監修「写真でわかる小児看護技術 アドバンス」（インターメディカ） 

参考図書等 石黒彩子・浅野みどり編集「発達段階からみた小児看護過程」（医学書院） 

授業時間外の 

学習について 

小児看護技術に関する支援ツールの作成や、技術演習は少人数のグループワークによる予

習を行なう。 

関連科目 

155 臨床病態学Ⅲ、220 小児看護対象論、221 小児保健、233 家族看護論、226 母性看護

方法論、237在宅看護論、244ふれあい実習 

本科目⇒223 小児看護学実習、245 総合実習、248 小児看護特論 

備  考 
実 枝川、藤原：看護師（医療関係） 

授業はスケジュールの都合上、変更する可能性があります。 
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